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会    議    録 
会議の名称 第６回東和地域開校準備委員会 

開催日時 

 

 

令和５年９月 26日（火） 

午後７時 00分 開会 

午後８時 15分 閉会 

開催場所 東和総合支所 ３階大会議室 

委員出席者 

今 村 英 和  委員 米谷小学校ＰＴＡ会員 

及 川 朋 喜  委員 錦織小学校ＰＴＡ会長 

須 藤 裕 子  委員 米川小学校ＰＴＡ会長 

芳 賀 和 博  委員 東和中学校ＰＴＡ会長 

小 口 信 行  委員 米谷小学校学校運営協議会副会長 

鈴 木 和 美  委員長 錦織小学校学校運営協議会長 

畠 山 光 雄  委員 米川小学校学校運営協議会委員 

熊 谷 久 夫  副委員長 東和中学校学校運営協議会長 

秋 葉 茂 雄  委員 米谷地域づくり推進協議会長 

猪 股 勇 亀  委員 錦織地域振興会長 

千 葉 幸 弘  委員 米川地域振興会長 

及 川 洋 之  委員 米谷こども園保護者会会員 

末 永  洋   委員 錦織保育園父母の会会員 

佐 藤 貴 弘  委員 米川聖マリア保育園父母の会会長 

栗 田  晃   委員 米谷小学校長 

高 須 由 美  委員 錦織小学校長 

鈴 木  淳   委員 米川小学校長 

佐々木 貴 子  委員 東和中学校長 

事務局出席者 

津 藤  順 学校再編推進室長 

千 葉 道 宏 学校再編推進室長補佐兼学校再編推進係長 

西 條 貴 伸 学校再編推進室主事 

佐 藤 春 香 学校再編推進室主事 

傍聴者 １人 

議事 

(1) （仮称）東和小学校の校章デザインの募集結果について 

(2) （仮称）東和小学校の校章デザインの選定方法について 

(3) （仮称）東和小学校の校歌の選定方法について 

(4) 専門部会の設置について 
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事務局 

 

委員長 

開会 午後７時 00分 

 

第６回東和地域開校準備委員会を開会する。 

議事に入る。議長は、委員長にお願いする。 

 

 会議録については、委員長及び副委員長が署名し、公開することとする。 

 議事１の「（仮称）東和小学校の校章デザインの募集結果について」及

び議事２の「（仮称）東和小学校の校章デザインの選定方法について」は

一括とし、事務局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明。） 

 

 校章デザインの募集結果及び選定スケジュール案について事務局から
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説明があった。今後、応募作品の中から校章デザインを選定することにな

るが、質問や意見はあるか。 

 

 意見集約の様式は事務局で作成してくれるのか。資料２に校章デザイン

の意見を集約し、選出した候補１点を報告とあるが、各団体で１点に絞る

ということでよいか。 

 

 事務局で作成した意見集約の様式の案を委員に配布する。意見集約の方

法については、アンケートの実施や会議での話し合いなど各団体での方法

を尊重したいと考えている。 

なお、先ほど、各団体で校章デザインの候補１点を事務局に報告いただ

くという案で選定スケジュールを説明した。 

 

 東和中学校の校章の「中」の部分を「小」に変更したデザインは、同じ

ものとして取り扱うという説明があったが、４点は１つのデザインとして

考えてよいか。２番、３番、５番、10番は１つの番号に集約するのか。 

 

 ２番、３番、５番、10 番は同じデザインとして取り扱うが、応募者の

説明書きがあり、１点に集約することはできないため、全ての応募作品を

一覧表にした。 

 

 アンケートを実施する際には、２番、３番、５番、10 番の票数を合算

するということか。 

 

 各団体で校章デザインの候補１点を選んでいただき、その結果を持ち寄

って、開校準備委員会で協議することになる。各団体から候補を持ち寄り、

皆さんの意見を聞き、次の段階としてどれに決定するかという話し合いを

していく。各団体での意見集約の方法としては、アンケートの実施や役員

会での話し合いなどがあると思うが、その方法は各団体にお任せする。 

 

 今の説明だと、各団体に持ち帰って検討し、候補を選ぶという話だが、

委員は各団体の代表として会議に出席しているため、この場で決定できな

いのか。 

 

 最終的には、開校準備委員会で校章デザインを決定いただくことにな

る。各団体に持ち帰らず、この場で決定いただくことも可能である。 

 各団体に持ち帰って皆さんの意見を聞くことも大切だと考えており、委

員が決定することの重みも分かっているつもりである。これまでの検討事

項も各団体に持ち帰っているため、今すぐにこの場で決定するというのは

難しいのではないかと考えている。 

 

 応募されたのが 10点という結果で、思ったよりも非常に少ないという

のが正直な感想であり、皆さんの重点が校章ではないのかなという感じが

する。 

 

 各団体に持ち帰って意見を集約することは、委員の仕事だと思ってい

る。校章デザインの候補を１点に絞るのは大変な作業であり、また持ち帰
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って皆さんに発信しなければならない。この内容を我々が決定してよいの

かと疑問に思っているところもある。 

前回の会議で、校歌の選定方法に係る意見集約の結果について、１つの

意見を報告した団体や、集約した割合を報告した団体があったが、後者の

ほうが助かると思う。校章デザインについては、この場で決めずに、一度

皆さんに発信するのが丁寧でベターだと思う。 

 

 事務局としては、必ず候補を１点ということではないが、話し合いの材

料として団体の意見を持ちながら、次回の会議で決定いただくことにな

る。候補を１点という話をしたのは、各団体からの意見集約の結果をもと

に全体で３、４点にすると話し合いが円滑にできるのではないかと考えた

ためで、集約結果を割合で報告いただいても支障はない。次回の会議で決

定の方向性を見い出せる報告をいただければと考えている。 

 

 校章デザインの意見集約様式について、選んだ応募作品の欄の下に、選

んだ理由を記載する枠を追加したほうがよいと思う。 

 

 様式を配布した場合に、応募されたデザインに説明が記載されているの

で、それを踏まえて作品を選ぶと考えたため、選択肢のみとした。様式に

選んだ理由の欄を追加して、各団体に提供するようにしたい。 

 

 票数だけではなく、少数でも選んだ理由があったほうが、次回の会議で

議論しやすいと思う。 

 

 団体の中での見方として、そのような意見があったほうがよい場合は、

記載いただいてもよい。 

 

 意見集約様式は、各団体の事務局にデータで送付され、その団体で印刷

し、配布して集めるということか。 

 

 これまで依頼してきた流れと同様だが、今回は、最初に意見集約様式を

サンプルとして委員にお見せした。校章を選んだ理由の欄の活用について

は、各団体で検討していただいてよい。 

 

 応募された 10点に少し手を加えた案を出してもよいのか。 

 

 著作権やデザイン作成者の権利の関係から現時点ではできないと考え

ており、応募された 10点の中から選んでいただく。 

 

 意見集約様式は白黒で印刷されているが、色付けは可能か。 

 

 配布した会議資料は、カラーで印刷している。 

 

 デザインの色付けの変更はできないのか。 

 

 現時点では、基本的にはできない。 
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 必ずこの 10点の中の１つとなるのか。手直し不可、色の変更も不可と

いうことか。 

 

 今の応募作品の中ではそういうことになる。 

 

 意見集約様式のサンプルは白黒印刷なので、カラー印刷で渡す必要があ

るのではないか。 

 

 先ほど説明したように、校章デザインを１つ選定した後には、必要であ

れば補作を検討する。その際には、作成者に確認することが可能だと思う

が、現時点ではデザインを変更することはできない。 

 

 意見集約様式をカラー印刷で全団体に配布できるよう事務局で準備す

る。その場合、様式の右上に団体名を記載する欄があるが、事務局で一括

して用意すると入れることができないため、様式の下部に欄を設け、丸を

つけて団体名を選択する方法に変更させていただく。 

 

 校章デザインの意見の集約方法は各団体にお任せするとのことだが、場

合によっては、意見集約様式を配布するが、アンケート用紙としては回収

しないこともできるのか。 

 

 はい。 

 

 アンケートにすると回収率が悪いため、集約方法を検討している。 

 

 資料を渡して、その場で意見を聞くというイメージか。 

 

 全員集まる機会がないため、役員にある程度聞いてもらうなどの方法を

考えている。 

 

 団体によって様々な事情もあるかと思うので、事務局で様式は配布する

が、活用方法は各団体にお任せする。 

 

 なるべく様式を使うようにしたいとは思う。 

 

 １番と２番の校章デザインは背景があるが、四角い校章なのか。それと

も、中のデザインだけ取り出すのか。 

 

 １番と２番はメールでいただいており、現時点で補作できるものではな

い。使用する際には使いやすいような状態にさせていただくことで考えて

いる。 

 

 それでは、校章デザインの選定については、スケジュール案のとおり進

めることでよろしいか。 

 

（異議なし。） 
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 校章デザインの意見集約については、事務局で作成した様式を各団体に

配布し、集約に１か月程度の期間を要した後、結果を報告していただくこ

とでよろしいか。 

 

（異議なし。） 

 

 次に、議事３の「（仮称）東和小学校の校歌の選定方法について」、事務

局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明。） 

 

 ただいま、事務局より、Ｄ案の東和中学校の校歌を活用する方法につい

て、調査結果の報告があった。 

前回の会議で、校歌の選定方法については、調査結果を踏まえ、開校準

備委員会で協議し決定することを確認したが、報告のあったとおり、Ｄ案

の東和中学校の校歌の活用が可能となったことから、このことについて協

議する。 

各団体での意見集約の結果としては、Ｄ案が最多となったが、調査結果

を踏まえて意見はあるか。 

 

 作詞者、作曲者は東和中学校の校歌のままということでよいか。 

 

 はい。 

 

Ｄ案でよいと思うが、小学生にとって歌うのは難しくはないだろうか。 

 

 大丈夫だと思う。 

 

 作詞者・作曲者のご遺族に内諾もいただいたようなので、（仮称）東和

小学校の校歌は、東和中学校の校歌の１番の歌詞にある「東和中学校」の

部分を「東和小学校」に変更し、使用することに決定してよろしいか。 

 

（異議なし。） 

 

 それでは、東和中学校の校歌を一部変更して（仮称）東和小学校の校歌

とすることに決定する。楽曲の使用に必要な手続きは、事務局にお願いす

る。 

 次に、議事４の「専門部会の設置について」、事務局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明。） 

 

 ただいま説明のあった内容について、質問はあるか。 

 

 錦織小学校、米川小学校の閉校事業実行委員会には、旧嵯峨立小学校、

旧鱒淵小学校の歴代ＰＴＡ会長も含むのか。 

 

 閉校事業の主体は各小学校となるため、範囲や規模については、話し合
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って決定いただきたい。閉校した学校の取扱いについては、閉校した際に

行事を実施したと考えられることから、地域の思いを踏まえて検討をお願

いしたい。 

 

 小学校の閉校事業実行委員会についていくつか確認したいことがある。 

各小学校で実行委員会を組織して内容を検討するということでよいか。

各学校で実行委員会の組織を立ち上げてスタートしてよいか。実行委員会

に教育委員会は出席するのか、出席しないとするとその都度教育委員会に

報告がほしいのか。 

また、感謝の会、記念誌の発行など閉校事業に係る予算はどこにどれく

らいあるのかということと、その進め方について詳しく教えていただきた

い。 

 

 閉校記念行事については、学校とＰＴＡ、地域の皆さんで検討していた

だく。閉校式は教育委員会が主管するが、閉校記念行事には教育委員会は

参加していない。津山地域では、２校の閉校式を同日の午前と午後に開催

し、閉校式終了後に感謝の会を行うという流れだった。東和地域では３校

となるため、閉校式の日程については、学校行事等を考慮して調整させて

いただきたい。 

 

 式典の予算はどうなるのか。 

 

 閉校記念誌については、教育委員会で予算措置を行う。令和６年度予算

となり、これから査定に入ることから、今の段階では詳細をお話しするこ

とはできない。ページ数や部数は、今後報告させていただきたい。 

 

 閉校記念行事の予算はどこで持つのか。 

 

 閉校記念事業の予算については、金額は大きくないが、学校への配当予

算は検討しているという状況である。これも確定していないため、閉校記

念誌も含めていずれ報告させていただきたい。 

 

 行事の予算というよりは、事務費程度だと認識いただきたい。 

 

 １年半程度の期間しかないと思うので、実行委員会をいつ設置するかと

いうことと、そのあたりがしっかりしないとゴールが決められないため、

それに向けて進められないと思ったので質問した。 

 

 設置は決まっているのか。 

 

 専門部会については、各小学校と話をしており、動き始めている。専門

部会で決定した事項については、開校準備委員会で報告して共有すること

になる。一部、ＰＴＡの意見を聞きたいという事項もあるため、その部分

については、ご協力をお願いする。 

 

 資料４－②は、各校長先生と協議の上、このような振り分けになったと

いう理解でよいか。 



- 7 - 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 統合に向けて、特にスクールバスのルートが重要になると思う。学校運

営部会の構成について、米谷小学校の校長先生、教頭先生、各小学校の教

員、ＰＴＡ役員となっているが、人選を厚くしたほうがよいかなと思って

いる。 

 

 スクールバスは大きい検討事項であり、予算もかかる。スクールバスに

ついては、教育委員会の担当者と学校が作業を進めていき、どのような方

法でＰＴＡ役員の方々に共有していくのかを含めて検討していきたい。た

だし、現在のように自宅の前までバスで送迎というのは難しいと思われ

る。道路の幅や立地条件などを踏まえ、東和地域としてどの方法がよいの

か検討しながら、意見があれば集約していきたいと考えている。 

 

 それでは、次に、その他について事務局からあるか。 

 

 校章デザインの意見集約については、先ほど決定したとおり、事務局で

様式をカラーで印刷し、各団体に配布する。意見集約の期間は１か月程度

とし、その後の 11月頃に第７回の会議を予定させていただきたい。会議

日程については、委員長、副委員長と協議して決定し、後日通知する。 

 

 意見集約の期間は今日から１か月か。 

 

 意見集約様式を配布してから１か月程度を予定している。 

 

 次回の会議日程については、事務局と調整し、詳細を後日通知すること

とする。 

 

本日の会議内容を確認させていただく。校章デザインの選定方法につい

ては、意見集約様式を事務局で準備して配布することを確認した。校歌の

選定方法については、現在の東和中学校の校歌を歌詞の一部を変更して使

用するということで決定いただいた。 

 

 開校準備委員会の日程は、できるだけ早めに通知してほしい。 

 米谷小学校では、意見交換会を開催しており、１回目のときに質問があ

った。１点目は、開校準備委員会を傍聴したいが、行くのが大変なのでリ

モートの環境でやってほしいという要望があった。２点目は、東和中学校

の登校坂や下の道路の渋滞、ロータリーの安全対策について、公募で意見

を募集したらよいのではないかという提案があった。３点目は、放課後児

童クラブのことについて、米谷、錦織、米川の各地域で全戸を対象とした

説明会を開催し、地域の方に説明して周知してほしいという要望があっ

た。 

 今すぐに検討というのは難しいものもあるかと思うが、回答いただきた

い。 

 

 開催通知については、できるだけ３週間程度前に通知しているところだ

が、できる限り早めに日程調整するようにしたい。 

 児童活動センターについては、担当部署と調整したうえで、開校準備委

員会で説明することになると思う。説明会の要望があったことは、担当部
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署に伝える。 

 安全面のことについては、今後の施設の使い方や工事の状況等を踏まえ

て、今後に報告させていただきたい。 

 リモート環境での傍聴ということだが、傍聴席を準備しており、来場し

て傍聴いただくことは可能としている。ホームページに開催情報を掲載し

ているため、傍聴に来ていただくことをお勧めしていただきたい。 

 

以前、中学校のプールの入口の階段が急で、小学校の低学年が上るには

危ないのではないかという話があったが、改善されるのか。 

 

 プールについては、入口の階段を緩やかにする工事も実施される。中学

生が使う部分と小学生が使う部分で段差をつけたプールに改修し、段差部

分には柵を設置する。 

 

他になければ、議事は以上とする。進行を事務局に戻す。 

 

 以上で、第６回東和地域開校準備委員会を閉会する。 

 

閉会 午後８時 15分 

 


